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１．はじめに
　情報を整理したりやアイディアを書きだしたりするのに便利なノート記法のひとつに「マイ
ンドマップ」[1,2]があります。本稿では、フリーのマインドマップ作成ツールの
FreeMind[3,4]を用いてマインドマップを書く方法をご紹介します。
２．マインドマップとは
マインドマップとは、ビジネスコンサルタントであるトニー・プサン氏が1970年代に発案提
唱したノート記法です。マップの中心に、主題となるキーワードやイメージを書いて、そこ
から放射線状に関連項目を広げていきます。紙と鉛筆でもＯＫ、パソコン上のソフトでもＯ
Ｋです。
マインドマップの利点としては、以下の３点があります。
　１．全体を俯瞰できる。
　２．全体の構造や項目の関連性が見えやすい
　３．放射上に関連キーワードを書いていくのでアイディアが湧きやすい。
また、使用例は大きく分けると以下の３種類があります。
　１．情報整理　
　　　　　　会議の議事録、勉強したことのまとめ、読書メモ、
　　　　　　卒研生とのディスカッションのまとめなど。
　２．アイディア整理　
　　　原稿作成のアウトライン、授業や実験の計画作成など。
　　　　３．行動計画
　　　ToDoリスト、旅行、今年の目標など。
図１に、FreeMindで作成したマインドマップとはを示します。中心に主題である「マインド
マップとは？」そこから放射線状（ソフトでは放射線にはなりにくいのですが、）に、関連
項目の「何？」、「仕組み」、「誰が始めた？」、「特徴」、「どんな使い方？」などが書
かれ、端に行くほどだんだん細分化され具体的になっていきます。
図１．マインドマップとは？のマインドマップ（ FreeMind で作成）
 その他のマインドマップ作成ツールとしてMindmanager[5]、JudeThink[6], 
Mindmister[7]などがあります。Mindmanagerは高価ですが、マインドマップからパワーポ
イントに変換してくれる機能があります。JudeThinkはシェアウエアで数千円と比較的安
価であり、便利なテンプレートが沢山用意されます。Mindmisterは、フリーのものや有償
のものなど色々とあり、ウエブ上でマインドマップを編集できるので、場所を選ばすに人
とマインドマップを共有して使用することができます。
３．FreeMind
　Jörg Müllerなどが開発したマインドマップ作成用のフリーソフトです[3,4]。ここでは、
そのインストール方法、基本的な操作方法をご紹介します。
　　　　　３．１　インストール
　　本家のＵＲＬはこちら[3]ですが、ここでは、分かりやすい「FreeMind活用クラブ」
[4]のサイトを利用してインストールを進めていきます。
　インストールはまず、Javaの実行環境をインスト－ル（インストール済ならば不要）し、
次にFreeMindのインストールを行います。環境としては、Windows,Linux,ＭａｘＯＳのど
のＯＳでも動作します。ここでは、Windowsを利用することとします。
　
     １　Javaの実行環境をインストール
　Javaの実行環境が無い場合はインストールします。SunMicrosystemsのホームページへ行
きインストーラを走らせます。詳しい解説は、FreeMind活用クラブの
（http://www.freemind-club.com/instJavaVM.htm）を参照して下さい。
  ２　FreeMindのインストール
　FreeMind活用クラブの「Freemindのダウンロード」のページ(http://www.freemind-
club.com/download.htm)にいきます。
　つぎに、「Windows」の「最大構成インストーラ付き」のリンクをクリックしてインストー
ラーをダウンロードします。（最大構成にするとＰＤＦ作成機能が付いてくるのでお薦め）
　そして、ダウンロードした「freemind-Windows-Installer-***-max.exe」を実行し、指
示に従ってインストールを行います。
　
　３．２　基本操作
　　　ここではToDoリストの作成を通して、基本的な使い方を紹介します。
　　１．FreeMindの起動
　　　　スタートメニュー、ショートカットなどから「FreeMind」を起動。
　　２．新しいマップの作成
　　　　「ファイル」→「新規作成」を選ぶ。（図２）
　　３. ルートノードの書き換え
　「新規マインドマップ」と書いてあるノードをクリック（または、カーソルをあわ
せて「F2」キーを押す）し、テーマを書く。ここでは、ToDoリストとする。（図３）
　　４．子ノードの追加
　「ToDoリスト」のノードにカーソルを合わせた状態で「Insert」キーを押す（図４）。
ここに、「緊急」と書く。
　　５．兄弟ノードの追加
　「緊急」のノードにカーソルを合わせた状態で「Enter」キーを押すと、兄弟ノード
ができる。同様に、「実行中」、「近いうち」、「そのうち」、「終了」のノードを作
る。（図５）
　　６．ノードの移動
   動かしたいノードをドラッグし、移動先のノードでドロップすると、そこへノード
が移動する。ここでは、「終了」ノードをドラッグし「ToDoリスト」のノードの左半
分あたりで、ドロップし、「終了」ノードが「ToDoリスト」のノードの左側へ移動さ
せた。（図６）
　　７．線の種類や色を変える
　対象のノードを右クリックし、メニューの中から「書式」を選び「線の色」を選択し、
好みの色に変える。また、「線のスタイル」で、線の種類が選べる。（図７）
     
　　以上の操作を繰り返して、ToDoリストを完成させたものが図８です。
　３．３　便利な機能
　　　　以下に便利な機能をいくつか紹介します。
　　　１．箇条書きのテキストに変換
　FreeMind上のルートノードをコピーして、メモ帳にペーストすると箇条書きのテキスト
になります。原稿作成などの際にFreeMindでアイディアをまとめて、それをワードなどに
ペーストし利用することもできます。
　　　　以下は、マインドマップ（図８.ToDoリスト）からテキストに変換したものです。
　　　　　
　　　　　２．ＰＤＦや画像ファイルに変換
　　　　　　「ファイル」→「書きだし」→「ＰＤＦとして」を選択するとＰＤＦファイルに
　　　　　なります。その他、PNGやJPEGなどのファイルにも変換できます。
　　　　　３．ＵＲＬの保存
　　　　　　　気になるＵＲＬをFreeMindのノードにコピーし、そのノードをクリックすると
　　　　　ブラウザが立ち上がり、ＨＰが開く。
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４．おわりに
　本稿では、マインドマップ作成のためのFreeMindのインストール、Todoリスト作成を例
に基本的な使用方法を説明しました。最後に、この原稿作成のために作成したマインドマッ
プを図９に示します。
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